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第12回鶴見・あいねつと推進フォーラム

問合せ先のないものは、すべて鶴見区ボランティアセンター(区社協内圃5045625)ヘ

イア 集&イベン ト,

みんなで輪になる

元気なつるみ
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支えあい・

人と人との

ネットワーク~

【日時】 3月12日(士)13:30~16:00頃※当日参加自由

【所】鶴見公会堂

第1部社会福祉功労者感謝会

第2部「鶴見・あいねっと」と第3期計画についての

事例発表・意見交換

友野龍士氏の太鼓演奏

みんなで踊ろうアラメヤ音頭

ロピーなどでは、以下の催し物を開催しています。

・健康機器を活用した健康チェックコーナー

ボランティアコーナー

・鶴っこ製品(障害児者施設などの手作り製品)展示

【問合せ】鶴見区社会福祉協議会回 504-5619

横浜ジユニアローイングスクール@元宮漕艇場

小・中学生が競技ボートに親しんで貰うことを目的に開校し

ます。経験豊富なコーチ陣が指導ボランティアとして参加、戸

田オリンピックコースで開催される競技会などに多数参加しま

す。ぜひ保護者同伴で漕艇場にご来場ください。取り敢えずの

見学者も歓迎です。

旧時】 3月13日(日) 9:00~練習は原則日曜日の午前中、夏

休み中は平日も実施します。

【場所】横浜市鶴見川漕艇場(元宮2-6)

【問合せ・申込】横浜市ボート協会芳野(よしの)

回 080-7023-5554 Mailyoshino@ha.hocoroco.ne.ゆ

ホームページ https://sites.号oogle.com/site/yjrscho01/

司太鼓奏者・友野龍士氏

のステージの様子

、、^

旧時】 3月10日(木)~4月7日(木)/毎週木曜全5回

10:30~12:00 ※初回のみ10:00受付開始

【所】鶴見中央地域ケアプラザ地域ケアルーム

【定員】 10名

【参加】 1,000円

【申込・連絡先】フレンドの会鈴木あてに電話

皿 090-7417-9631

かんたんな手話と手話コーラ認患
体験してみませんか

夏休みを利用して、相

模湖で合宿練習中の、

女子と男子の小学生
たちです

福祉

切り花や鉢物などの春の花や、パッチワーク・手作りクッキ

ーなどオリジナル製品の販売。日用品の掘り出し物コーナー。

焼き鳥、焼きそぱ、おでんなどの模擬店も。

旧時】 4月17日(日)10:00~14:00 雨天決行

【場所】障害者施設 NP0法人一歩舎(下末吉2丁目・鶴見駅から

バス)

【問い合わせ・寄贈品受付】回 575-2656

一歩舎第24回フラワーバザール
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鶴見区社協の情報紙

鶴見区社協より h如ゾノ艸W.yW川mi・.hokyo.jp/

懐紙クイズ」&愛読者アンケート
表紙の写真を見てピンときた方、ご応募ください。応

募は、はがき・FAX ・ Eメールで、●表紙のクイズの回

答@郵便番号・住所・氏名・電話・性別・年齢@福祉つ

るみを手に入れた場所0ご意見・ご感想を記入の上、 2月

29日(必着)ぎでに鶴見区社協「アンケート係」ヘ。当

選は賞品の発送をもって代えさせていただきます。前号

の正解は@入江川せせら
鶴見'鶴見ぎ緑道、応募者数は29名
察署区役所

でした。区社協ホームペー 国道]5号
至川崎 みずほ

ジにクイズのヒントがあり
UNEXビル銀行 ジョナサン

(1鬪討ンクス)^ます。ぜひアクセスを。

※「表.紙クイズ」応募に

関わる個人情報は、当選至京急川崎

横浜者への賞品発送と「福祉
銀行

卿つるみ〕紙面作成の参考

にのみ利用いたします。

障害のある学童たちに

は「アメンボウシーズ」

が組織化され、毎週日

曜日の午後に漕艇場

で活動中です

QUO
カード

プレゼント!イ

一劃盃1^潤, ^^^^

〒230-0051 鶴見区鶴見中央432-1UNEXビル5F

鶴見区社会福祉協議会
圃504-5619 囲 504-5616 Eメール:info@yturumi・shakyo.jp

編集委員/河西英彦、中村啓子、蔵本美佐子、谷亜由美、松下功
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褒紙
クイズ

ここは鶴見のどこの空?
時問がゆっくり'ぎていきまず

0海芝公@末広水

募方法はウラを
ご覧ください

プロムナード@大海づり公

者:伯(2015年11月21日
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点宇・録音版も!
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福祉特集

鶴見区内の多数の福祉関連施設では、多くの人が働いています。

福祉の仕事に就いて2~6年の保育士、介護福祉士、地域作業所職員を職場に訪ね、

この仕事に就いたきっかけややりがい、福祉分野で働こうと考えてぃる人へのひと言を聞きました。

保育士

花園保育園べビーホー

ム竹田奈央子さん/

2年目・上條侑香さん

/2年目

★集団生活に慣れてく
る]~2歳児を担当。

子どもの個性や主張に

応じる工夫を心がける

(竹田)

★0~1歳児の担当。
授乳や昼寝の時間など

子ども一人ひとりの生

活りズムに気を配る

(上條)

一日一日が変化に富み、

成長を

実感させてくれる

通っていた保育園の先生が大好きになり、いつ

か先生のようになりたいと思いました(竹田)。

小さな子の面倒を見ていた時期、近所の人からお礼

を言われ、保育士は天職だと思いました(上條)。

日々変化していく子どもたちとのコミユニケー

ションは、予測不可能なことぱかりですが、保

育士として育てられていると実感します(竹田)。

「せんせしU とうまく言えない子が、はいはいをし

て抱っこをせがむ姿や、つかまり立ちから伝え歩きが

できたといった成長の場面に立ち会っている手でたえ

が一番の魅力です(上條)。

最初は戸惑うし、行動も伴わないことがあるけ

れど、一人ひとりの子どもにとって何物にも替え

られない大事な月日を見守れるのが保育士です(竹田)。

子どもは可愛くて仕方ないです。そう思うとお母さ

んの子育ての苦労や愛情も少しずつわかってきます。

「子どもも保育士も、一日として同じ日はなしU とい

うことを、ぜひ体験してほしいです(上條)。

^

介護福祉士

'箱の加工作業をおこなう所員のみなさんと。手前左が澤さん

経験とともに問われる、

専門職としての

力量

特別養護老人ホーム新鶴見ホームショートステイセ

ンター(認知症対応)三浦春菜さん 4年目

★短期で利用のお客様(7日前後)の食事や入浴、排池
などの介助を行い、そ家族の相談に応える。夜勤あり

▲上條さん(左)、竹田さん(右)

★ 仕事内容

きっかけ

く拓ートスティとシタ今
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▲シヨートステイセンターの前でスタッフと。左端が三浦さん

会

高校時代、認知症になった祖父を介護する祖母

の大変さを見て。介護のアドバイスをくれたケ

アマネジャーの献身的な姿勢にも感じるものがあり、

高齢者福祉の職種をめざしました。

ショートステイセンターは繰り返し利用される

方が多く、入・退所の際にそ家族と言葉を交わ

す機会があります。

介護の負担からわずかながらも解放され、気分を新

たにしたこ家族からお礼や感謝の気持ちをいただくと、

うれしさとともに力量が問われているなと感じ、より

信頼される介護福祉士になろうと思います。

福祉の勉強をしている間に、できれぱいろいろ

な分野の施設見学、施設でのボランティアをた

くさん経験することをすすめます。福祉の仕事に就く

と、多様な書類作成も任されることも知っておくとい

いと思います。

地域作業所
職員

就労継続支援B型事業所一歩舎

澤雄紀さん 6年目

★所員(利用者)とともにマンション敷地や寺社境内
の清掃、段ボール加工、"り箸の袋詰めなどの作業を行う

●「福祉つるみ」の発行費は、共同募金配分金を活用していま

す。●「福祉つるみ」では広告を募集しております。●一部地

域では、障害者地域作業所が配布しています。次号(第8]

号)は28年6月]日発行です。

やりがい
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月日を重ねた分、

気持ちが

通じ合っていく
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この仕事をめざす人へ

佃祉系大学の学生だった頃に一歩舎でポランテ

イアを経験、アルバイトもした縁で。中学・局

校の頃は身近に暮らしていた祖母を見ていたので、

齢者福祉の仕事を漠然と考えていました。

一歩舎では20~50代の所員57人を15人のス

タッフが迎え、さまざまな共同作業を行います。

その日の体調や気分を包み隠さずスタッフにぶつけて

くる所員を理解するまでに時間がかかりました。自分

なりに試行錯誤の月日を重ねて所員から認められるよ

うになったとき、やっと職員になることができたと思

いました。

3 旅行(年]回)では所員・職員の全員でおいしい
ものをおいしいと味わい、きれいな風景をきれ

いと感じ、楽しかったねと顔を見合わせます。こうし

た一体感は一歩舎ならではのものです。行事の手伝い

などを通じて一歩舎の雰囲気を体験してみてはどうで

しょうか。

●鶴見区社会福祉協議会

夏休みに区内の福祉施設・作業所を体験する「Let'S(レ

ヅめ夏ボラ」などを通じて、福祉のしでとを知る機会を設

けています。

●福祉のしことに関する問合せ

・神奈川県社会福祉協議会かながわ福祉人材センター

回 312-1] 2】囲 3] 3-4590

・福祉保健研修交流センター人材開発担当

回8476674 囲8476676

・鶴見区社会福祉協議会

回5045619 囲504-56] 6

・ハローワーク横浜皿6638609
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善意銀行

寄付者

27年9月]日~12月31日()内は期問内の寄付回数

金銭寄付者(敬称略・1慎不同)●岩澤夛鶴子(3)●

Hula Halau Hoaloha HaW己ii●内田八江子●大橋洋子

●中村国政●ハーモニー音楽教室生徒一同・愛する会

一同●おっさんネットワーク●潮田地区センター●公

益社団法人神奈川県宅地建物取引業協会横浜鶴見支

部●特定非営利活動法人鶴見区民地域活動協会●神

保修治●小野踵子●安部ヒロエ●鶴見区仏教婦人会●

神奈川士建一般労働組合横浜鶴見支部●生麦地区セン

ター●オール市場地区社会福祉協議会自治連合会●新

鶴見小コミュニティハウス地域後援会●佐々木悦子●

佐々木淳一般社団法人横浜北部読売会●上末吉地

区社会福祉協議会鶴見コンクリート株式会社大本

山總持寺三松会●滝口房枝●横浜鶴見西ライオンズク

ラプ●旭硝子労働組合京浜支部旭硝子労働組合片

田由美子●匿名(13)

物品寄付者(敬称略)●吉兆グループ(4)●利根川啓

文●イトーヨーカドー鶴見店●匿名(2)

寄付の方法

0区社協窓口への持参(月~土9時~17時)

@銀行振込

★物品寄付についてもこ相談ください。

振込先

横浜信用金庫鶴見駅東口支店普通042900

社会福祉法人横浜市鶴見区社会福祉協議会

善意銀行伊藤学(イトウマナブ)

善意の寄付を

ありがとうでざいました

ご

,
国
T
 
-

一
一


